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地
方
整
備
局 

一
〇
一
名
の
増
員
！ 

 

令
和
二
年
度
の
国
土
交
通
省
の

定
員
に
つ
い
て
は
、
防
災
・
減
災

対
策
の
ほ
か
、
海
上
保
安
体
制
の

強
化
や
公
共
交
通
の
安
全
確
保
等

に
必
要
な
定
員
が
認
め
ら
れ
、
対

前
年
度
比
一
八
七
人
の
大
幅
な
純

増
と
な
り
ま
し
た
。 

特
に
、
地
方
整
備
局
及
び
北
海
道

開
発
局
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
発
足
以
降
は
じ
め
て
、
両
機
関

合
わ
せ
て
対
前
年
度
比
で
５
７
人

の
純
増
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
整

備
局
だ
け
で
見
れ
ば
、
一
〇
一
人

の
純
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

建
設
省
が
国
土
交
通
省
に
再
編

さ
れ
て
以
来
、
定
員
削
減
の
波
に

も
ま
れ
職
員
は
減
り
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
増
員
に
転
じ
た
の
は
、

報
わ
れ
る
こ
と
を
信
じ
国
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
業
務
に
奮
闘
し

た
全
職
員
の
力
で
あ
り
、
当
局
や

人
事
院
と
交
渉
し
、
建
設
産
別
の

仲
間
と
奮
闘
し
て
き
た
労
働
組
合
、

そ
し
て
、
私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ

ン
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

真
に
、
国
民
の
「
安
全
・

安
心
」
を
守
る
た
め
に
、

更
な
る
増
員
を
！ 

  

し
か
し
、
一
〇
一
名
の
増
員
数

は
決
し
て
充
分
な
人
数
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
令
和
元
年
は
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
東
北
、
北
陸
、

関
東
で
復
興
・
復
旧
の
為
の
事
務

所
新
設
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
要
員
を
全
て
ま
か
な
え
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
。 

災
害
時
に
は
地
域
性
を
熟
知
し
機

動
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
出
張

所
が
、「
一
人
出
張
所
長
」
と
い
う

体
制
は
解
消
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

ま
た
、「
働
き
方
改
革
」
の
も
と
月

四
五
時
間
以
上
、
年
間
三
六
〇
時

間
以
上
は
基
本
的
に
は
や
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
が
、
現
状
で
は
そ
の

範
囲
の
中
で
収
ま
ら
な
い
所
属
は

多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

一
〇
一
名
の
増
員
で
そ
れ
ら
は
解

消
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

皆
さ
ん
の
、
運
動
へ
の 

参
加
と
ご
理
解
を 

 

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、

こ
の
増
員
を
職
場
に
有
効
な
形
で

配
置
さ
せ
る
運
動
を
引
き
続
き
行

っ
て
行
き
ま
す
。
管
理
職
の
皆
さ

ん
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
運
動
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

昨
年
一
二
月
二
〇
日
に
、
二
〇
年
度
予
算
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
国
土
交
通
省
は
「
令
和
２
年
度
国
土
交
通
省
組

織
・
定
員
決
定
概
要
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し

た
。
〇
一
年
の
省
庁
再
編
以
来
、
地
方
整
備
局
全
体
で
一

〇
一
名
の
増
員
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 
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国
家
公
務
員
の
「
定
年
延
長
」

制
度
に
つ
い
て
は
、
一
八
年
の
人

事
院
に
よ
る
意
見
の
申
し
出
を
受

け
、
当
初
は
二
一
年
度
か
ら
の
開

始
で
調
整
さ
れ
、
昨
年
の
通
常
国

会
で
は
先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。 

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
改
正

案
に
つ
い
て
、「
二
〇
年
の
通
常
国

会
へ
の
提
出
。
」
「
改
正
案
に
は
、

職
員
が
六
〇
歳
に
達
し
た
後
の
給

与
を
六
〇
歳
前
の
７
割
程
度
に
抑

え
る
方
針
な
ど
を
盛
り
込
む
。
」
等

の
内
容
の
よ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
定
年
延
長
年
齢
引
き

上
げ
幅
は
、「
２
年
に
１
歳
」
か
ら

「
３
年
に
１
歳
」
へ
と
間
延
び
さ

せ
る
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
法
案
提
出
が
遅
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
当
初
は
二

一
年
度
で
「
定
年
延
長
」
制
度

実
施
と
し
て
い
た
が
、
二
二

年
度
に
先
送
り
さ
れ
る
と
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
年
収
七
割

程
度
」
と
は
、
実
収
入
ベ
ー
ス
か

本
俸
ベ
ー
ス
か
も
不
明
で
、
役
職

定
年
後
の
仕
事
内
容
、
ハ
ー
フ
勤

務
を
選
ん
だ
場
合
の
処
遇
な
ど
改

善
を
求
め
る
べ
き
課
題
は
沢
山
あ

り
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
１月７日（火）、国交管ユニオン近畿支部と

国交労組近畿建設支部は、大阪府枚方市内の４

分会合同の「分会旗開き」を開催しました。 
 ユニオンからは７名、国交労組近畿建設支部

からは非常勤組合員も含めて１３名の参加で

す。 
 話題は、▼イラクのバグダッド空港で、イラ

ン革命防衛隊・ソレイマニ司令官を空爆、殺

害。（どんな理由があっても、主権国家の要人

を空爆によって殺害する権利はない！）▼「新

たな湾岸戦争」懸念。アベさんで阻止できる!?
等の深刻な国際情勢。▼ラグビーワールドカッ

プにおける日本チームの活躍。▼「一人はみん

なのために、みんなは一人のために」のラグビ

ー精神と労働組合精神は相通ずる▼省庁再編以

降はじめて整備局の人員増を認めさせたこと

等々････ 
労働組合のある職場の素晴らしさから、やっ

ぱり仲間を増やす必要があること等々が話され

ています。  
恒例となっている 
ビンゴゲームでは、 
電気タコ焼き器を 
はじめ豪華賞品が 
「全員」に当たり 
ました。 

 最後に、ユニオン淀川分会の蚊口分会長の

“団結がんばろう”で終了しました。 

ネットニュースより 


